BEST PRACTICE SHEET

	所属
	作成者
	プロセス区分
	作成年月日
	作成No.

	ブラザー工業(株)

広報部 コーポレートデザインG
	内山 洋一
	開発、設計・評価フェーズ
	０２年０１月３０日
	　　　　Ｎｏ.２０



	HCD(人間中心設計プロセス)における

「プリンタのドライバー画面とセットアップの評価」

	製品の設計段階に対象実ユーザーによる、ユーザビリティ評価が徹底して行われていなかった。

・プリンタのセットアップ時における問題点の発見

・プリンタドライバーソフトの基本操作におけるデザイン案の比較

	・試作段階での操作性評価と、製品への反映

	＜従来＞

・自社内評価部門での評価、市場での反応、クレーム情報、競合他社の動向等を元に現行機種の改良や次機種の企画/開発情報としていた。

＜改善プロセス＞

・社外/社内モニターによる、ユーザビリティ評価の実施

  (発話方式によるプロトコル分析)

-試作機のユーザビリティ評価

-デザイン案のユーザビリティ評価

-ユーザーの利用状況の把握

	・対象実ユーザーの行動から、使用状況の理解をすることができた。

・作成側での検証だけではなく、実ユーザーの評価と行動からデザイン案を改良できた。

・企画、開発、評価、販売部門間での意思決定が、スムーズになった。

	・他社競合機

	・競合他社製品調査
-業界標準となるようなデザイン/ソフト仕様の確認

	社内顧客：評価部門からの、テスト項目の要求に答えることができた。

社外顧客：製品のリターン率やヘルプコールの減少から、操作上の戸惑いが減ったものと推測できる。



	・該当機種での、ユーザビリティテストの導入(デザイナーからの起案)

・実際に会社への利益還元の一因と推測できる。

・従来より、より客観的な評価に基づいて、試作品の改良や案の決定が行えた。
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